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１．はじめに 

 

XMLは建設分野においても、Ｗ3Ｃの 1998年勧告直後

から使われて来ており、いまでは新しく構築されるデータベ

ースの殆どは XMLで記述されている。すなわちこの分野に

おいてもＸＭＬはデータ流通に関して不可欠なものになりつ

つある。しかしそのネームスペースの使い方が自由である等

の理由で、記述仕様は統一されていない。建設分野の用語

の使い方も統一されていないため、XML 本来の「アプリケ

ーションを超えて」データ交換が出来るという理想から逆に

離れたものになりつつある。そこで国土技術政策総合研究

所および(財)日本建設情報総合センター（JACIC）は「建設

分野における XML 記述」に関するルール化を試みた。平

成 20年度 JACICが事務局をしている社会基盤情報標準化

委員会の協力を得て成案を得た。そしてこのほど同研究所

の下記のホームページから「建設分野における XML 記述

仕様の考え方(案)」としてダウンロード出来るようになったの

で、これを報告する。 

http://www.cals-ed.go.jp/index_kensetsuxml.htm 

 

２．建設分野で現在使用中の XML 

 

国土交通省の標準の中では、早い段階から XML を用いた

システムを開発して来た。現在国土交通省直轄工事に適用

されている各種電子納品要領(案)では、「管理ファイル」に

XML ファイルが採用されている。それは図１のようなもので、

初期の頃作成したため、タグ名には日本語を用いている。国
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図－１ 電子納品要領(案)の管理ファイルの例 
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計則



 

 

土交通省のＣALS/EC 関連事業においては、入札情報シ

ステム（PPI）の中でも XML が活用されている。また平成 17

年度からは、「道路工事完成図等作成要領（案）」に基づく

電子納品が一部始まっているが、その「道路基盤データ」の

GIS変換の中でも XML を活用したシステムを導入している。

平成 18 年度には国土交通省「土木工事共通仕様書」の中

の帳票様式に関する XML スキーマ定義書が策定された。

このように現時点では表-1 で示すように既に多くのシステム

で XMLは使用されているが、記述仕様は統一されたものと

は言えない。 

さらに民間では、工事実績システム「CORINS」と一体的

に 工 事 デ ー タ を 活 用 で き る よ う に 考 え ら れ た

「CORINS-EX」で XML が採用されているが、そこで用い

ているタグ名は英語と日本語を使い分けている。 

 
３．建設分野におけるガイドライン作りの必要性 
 
このように建設分野においてもXMLの活用は国土交通省

を中心にして進められて来たが、そこで採用しているタグ名

や構造は統一的とは言えない。これをこのまま放置しておけ

ば、多仕様のXMLが乱立する事になる。その結果XMLの

利点を生かすことなく、将来の情報交換・情報共有を阻害

する危険性がある。もともとXMLは異なるシステム間でデー

タを交換できるところが最大の長所であるが、タグ名や構造

が不統一では、その利点は失われる。この観点から言うと、

他のシステムと情報交換する必要のないシステムに XML

は不必要だとも言える。逆に、他のシステムと連携することが

最初からイメージされていれば、当然タグ名も共通のものを

使おうという発想になる。例えばＣALS/EC の上流から下流

までに位置付けされている各システムに XMLを導入しようと

する場合は、当然共通のタグ名（用語）を使用するように設

計されるべきである。 

これらのことを考え進めていくと、XMLのタグ名称の付け方

や構造の設計方法などについて、ゆるやかなガイドラインを

示すことができれば、不要な混乱を回避することが出来ると

考えられる。また先行する事例を公開し、後から開発するも

のの参考として示せれば、標準化を促進する効果も期待で

きる。   

このような発想で JACICにおいては平成19年４月から「建

設ＸＭＬ研究会」が創設されて、どのようなガイドラインが必

要か検討された。座長は田中成典関西大学教授である。研

究会では、以下の結論を得た。 

a)ゆるやかなガイドラインでも作成する意義はある。 

b)ＸＭＬの記述に関して、先行する多くの標準・基準類を

考慮すべきである。 

c)ＸＭＬそのものの文法を議論するのではなく、名称には

「記述のルール」という表現にすべきである。 

d)建設分野で使用するコア用語の選定まで必要になる。 

その後平成 20 年度には、国土技術政策総合研究所から

の委託によって更に検討が加えられて「建設分野におけ

表－１ XML利用のＣALS/EC関連システム一覧表

  項目・システ

ム名 

策定・導

入時期 

特徴 

１ 電子納品要領

の管理情報 

平成 12

度末 

管理情報ファイ

ルのみ 

２ 入札情報サー

ビス 

平成 13

年４月 

地整局のサーバ

ーからデータ自

動取得 

３ 電子納品保管

管理システム 

平成 15

年度から 

納品物の管理情

報を検索できる 

４ 道路基盤デー

タ交換システム 

平成 17

年度末 

道路工事完成図

を JPGIS変換 

５ 請負工事に用

いる帳票様式 

平成 18

年度末 

XMLスキーマ定

義書として公表

「建設 XML検討WG」（平成 20年４月～21年５月） 
 
座長 田中成典  関西大学総合情報学部 教授 
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    飯村友三郎 国土地理院技術管理課 
      藤澤泰雄  (社)建設コンサルタント協会 
    五十嵐善一 (社)日本土木工業協会 
   益倉克成  ㈱日建技術コンサルタント 
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る XML 記述仕様の考え方(案)」としての成案を得た。

この過程においては「社会基盤情報標準化委員会情報連

携基盤小委員会（小委員長：柴崎亮介東京大学教授）」に

おける「建設XML検討ＷＧ」における検討・審議を経たもの

になっている。WGのメンバーは前ページのものである。 

ISO や UN/CEFACＴ（国連の電子商取引関係標準化機

関）の世界レベルで、XML のネーミングや設計のルールは

議論されており、さらにこれを踏まえて先進各国で、XML命

名設計規則（Naming and Design Rule：NDR）が策定されて

いるが、日本国内において「建設」という具体のドメインで、

このような議論をして何らかの成果を纏めたのは、これが最

初だと思われる。 
  

４．「記述仕様の考え方（案）」の内容 
 

表-2 が「考え方(案)」の目次である。１の目的のところで

は、今後ＸＭＬ記述仕様を開発しようとする団体・組織が

最低限守るべき「タグ名称やこれらを組み立てて構築する

構造定義に係る共通的な開発方法」について解説すると

している。また、現在存在している XML 記述仕様標準で

のW3C・OASIS・UN/CEFACT標準や日本工業規格標準

は全て参照していることを示した。また適用範囲としては、

現在既に存在するものに対しては規制されるものでは

ないが、将来改訂する場合においては参照すべき、という

書き方にしている。 

２の留意事項としては、今後はスキーマ言語として

「XMLSchema」を採用することが望ましいとし、文字コード

としては UFT-8 または UFT-16 を推奨した。使用文字とし

てはアルファベットとし、大文字・小文字の使い分け、単数

形・複数形、略語等に関しては、関連する国際標準である

ISO/IEO11179 に従うものとした。これら IT 分野では常識

的であるものを明示した。IT 業界でも、2001 年に出たＷ3

Ｃ勧告「XML Schema」以降は、殆ど Schema構造を持った

XML が開発されており、今日電子納品の中で使用してい

るような DTD は使われなくなって来ている傾向をこれらは

踏まえたものになっている。日本語がまだ多く使われてい

る建設分野の XML の現状に対しても、「将来的には英語

が望ましい」という結論になった。 

３では、当「考え方(案)」を用いて新たに開発したXML記

述仕様がある場合は、国土技術政策総合研究所のホーム

ページ等で公開していくことが望ましいとしている。また、

今後「共通的に使用するタグ名称」を収集し、逐次追加し

ていくことも予定されている。 

これらの「考え方」は、たった 16ページの冊子にまとめら

れた。 

 社会基盤情報標準化委員会情報連携基盤小委員会で

は、平成 21年度に意見募集された気象庁の「気象庁防 

災情報 XML フォーマット」に対して、「考え方（案）」の規

定に基づき早速意見を具申することも行っている。複数形

や略語の使い方が統一されていないことなどを指摘した。 
 

５．XML記述事例集の公開 
 

これと並行して既に公開されている XML 仕様に関しては、

その概要を誰でも参照できることが可能なように、図-２に

示すようなXML事例集を JACICホームページ内で、平成

19年度から公開している。 

http://www.jacic.or.jp/hyojun/xml.html 

ここでは、公共工事を中心とした建設情報分野における

ＸＭＬ仕様の事例を集めている。公開年月日や機関名の

ほかに、実際のＸＭＬのサンプルも参照出来るようになっ

ている。今後、建設分野でＸＭＬを作成開発する者にとっ

１．本書の概要・位置付け 

   1.1目的 

1.2用語の解説 

1.3本書の対象読者 

1.4本書の適用範囲 

1.5 タグ作成に関する規定 

1.6引用・参照した標準 

２．ＸＭＬ記述に係る留意事項 

   2.1 スキーマ言語 

   2.2文字コード 

   2.3使用文字 

   2.4大文字小文字の使い分け 

   2.5単数系・複数形の使用 

   2.6略語の使用 
３．開発したＸＭＬ記述仕様の公開方法について

表－２「建設分野における XML記述仕様の考え方
(案)」目次 
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ては参考になると思われる。但し、これらはそのほとんどが

本「考え方（案）」公表以前に開発されたものであるために、

必ずしもこれに適合してはいないことには注意を要する。 

平成 21 年３月、国土交通省国土技術政策総合研究

所のホームページで、「建設分野におけるＸＭＬ記述仕

様の考え方(案)」が公開されたため、今後はこの「考え

方」を用いて作成されたＸＭＬに関しては、「XML 記述

仕様開発の届出フォーム」によって同研究所に届けるこ

とになった。 

JACICのサイト： 

http://www.cals-ed.go.jp/index_kensetsuxml.htm 

国土技術政策総合研究所のサイト： 

http://www.cals-ed.go.jp/index_kensetsuxml.htm 
 

６．まとめ 
 

  この建設分野における XML記述のガイドライン作成

の動きを多くの関係者が着目して頂くことで、今後 XML

を用いたシステムを作成しようとする開発者が、このガイ

ドラインを参照されることを強く望むものである。それが

建設分野の XML 記述の標準化に繋がるものと確信し

ている。 
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図―２ JACICサイト 建設 XML事例集 

- 24 -




